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【昨日の市況概要】 公示仲値 112.42

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY USD/CHF GBP/USD AUD/USD
TKY  9:00AM 112.49 1.0647 119.79 1.0117 1.2488 0.7486
SYD-NY High 114.55 1.0666 121.26 1.0205 1.2525 0.7497
SYD-NY Low 112.06 1.0552 119.47 1.0109 1.2419 0.7374
NY 5:00 PM 114.45 1.0593 121.20 1.0173 1.2507 0.7382

USD/JPY Volatility 1M ATM (NY Close Lvl) 13.265/13.765 Δ25RR 0.445 Yen Call Over
NY DOW 19,123.58 1.98 債券市場 日本2年債 -0.1570 1.3bp         
NASDAQ 5,323.68 ▲ 56.24 日本10年債 0.0250 0.5bp         

S&P 2,198.81 ▲ 5.85 米国2年債 1.1130 2.6bp         
日経平均 18,308.48 1.44 米国5年債 1.8420 6.7bp         

TOPIX 1,469.43 0.86 米国10年債 2.3809 9.0bp         【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】
ｼｶｺﾞ日経先物 18,620 255.00 独10年債 0.2750 5.4bp         　

ﾛﾝﾄﾞﾝFT 6,783.79 11.79 英10年債 1.4180 4.8bp         
DAX 10,640.30 19.81 豪10年債 2.7230 1.9bp         

ﾊﾝｾﾝ指数 22,789.77 52.70 為替市況 USD/CNH 6.9162 0.0026
上海総合 3,250.04 ▲ 32.89 ドルインデックス 101.51 0.58

USDJPY 3M Vol 12.60 0.20% 商品市況 CRB指数 189.312 5.33
USDJPY 6M Vol 12.65 0.13% NY金 1,173.90 ▲16.90
EURJPY 3M Vol 11.93 0.36% WTI 49.440 4.21
EURJPY 6M Vol 13.25 0.21% Dubai Spot 45.67 0.94
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【昨日の指標等】
Date Time Event 結果 予想

11月30日 8:50 日 鉱工業生産・速報値(前月比/前年比） 10月 0.1%/-1.3% 0.0%/-1.3%
19:00 欧 CPI予想/CPIコア（前年比） 11月 0.6%/0.8% 0.6%/0.8%
22:15 米 ADP雇用統計 11月 216K 170K
22:30 米 個人所得/支出(前月比） 10月 0.6%/0.3% 0.4%/0.5%
22:30 加 GDP（前月比） 9月 0.3% 0.1%
23:45 米 シカゴ購買部協会景気指数 11月 57.6 52.5
4:00 米 ベージュブック公表 - - -

- - OPEC総会 - - -
- - ユーロ圏財務相会合 - - -

【本日の予定】
Date Event 予想 前回

12月1日 8:50 日 対外・対内証券投資 - - -
10:00 中 製造業/非製造業PMI 11月 51.0/- 51.2/54.0
10:45 中 Caixin製造業PMI 11月 51.0 51.2
17:55 独 マークイット製造業PMI･確報値 11月 54.4 54.4
18:00 欧 マークイット製造業PMI･確報値 11月 53.7 53.7
18:30 英 マークイット製造業PMI 11月 54.4 54.3
22:30 米 メスター・クリーブランド連銀総裁講演 11月 - -
22:30 米 新規失業保険申請件数 - 253K 251K
23:10 米 カプラン・ダラス連銀総裁講演 9月 - -
23:45 米 マークイット製造業PMI - 53.9 53.9

12月2日 0:00 米 ISM製造業景況指数 11月 52.5 51.9
0:00 米 建設支出(前月比） 10月 0.6% -0.4%
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担当：島田・西谷

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基づいて作成されています
が、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断で
なさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で引用または複製することを禁じます。
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NY時間のﾄﾞﾙ円は113.28ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡朝方｢OPECは日量120万ﾊﾞﾚﾙの削減で合意｣との報道を受けWTI原油は急伸｡8年ぶりの減産合意
を背景に米長期金利が一段と上昇する中､米11月ｼｶｺﾞ購買部協会景気指数が予想を大きく上回ったことも相俟って､ﾄﾞﾙ円は113.74まで上
昇｡その後､ﾛﾝﾄﾞﾝﾌｨｷｼﾝｸﾞに絡む買いに直近高値113.90を上抜けると､ｽﾄｯﾌﾟを巻き込みながら高値114.55まで上昇した｡その後もｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞ
ｱとｲﾗﾝが歩み寄り減産合意に至ったことや､生産調整に協力的な発言をしていたﾛｼｱなどの非OPEC加盟国に対して合計日量60万ﾊﾞﾚﾙの
減産を求める見通しが示されたことも好感され､ﾘｽｸｵﾝﾑｰﾄﾞが広がりﾄﾞﾙ円は底堅く推移｡しかし､高値寄りしたﾀﾞｳが徐々に上げ幅を縮小す
る動きに114.30付近での推移となり､114.45ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした｡一方､ﾕｰﾛﾄﾞﾙは1.0630ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ｡OPEC減産､米長期金利上昇を受け
てﾄﾞﾙ買いが強まると安値1.0565まで下落｡この水準では下げ渋り､1.0603まで値を戻して1.0593ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした｡

東
京

東京時間ｵｰﾌﾟﾝ前に本邦10月鉱工業生産が発表されるもﾏｰｹｯﾄの反応は限定的｡かかる中､東京時間のﾄﾞﾙ円は112.49ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡月
末特有のﾌﾛｰ主導の値動きとなり､仲値にかけて一時112.06まで下落する場面が見られたが､すぐに112.40近辺まで反発｡その後も特段
材料が見られない中でﾄﾞﾙ買い優勢の流れが継続し､午後には一時112.96をつける展開となった｡東京時間引けにかけては112円台後半
で揉み合い推移が続き､112.70ﾚﾍﾞﾙで海外市場に渡った｡(東京15:30)
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ﾛﾝﾄﾞﾝ時間のﾄﾞﾙ円は113円台半ばまで終始続伸｡朝方は112.70ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡ﾛﾝﾄﾞﾝ時間序盤にｲﾗﾝ石油相より｢OPECは合意に近い｣､ｲﾗｸ
石油相より｢OPEC石油相らは全会一致で減産に合意｣など､OPECが減産合意に至る事を示唆する発言や報道が目立ち､これを受け原油
価格がﾛﾝﾄﾞﾝ時間序盤から大きく上昇｡欧州株も序盤から前日比ﾌﾟﾗｽでｵｰﾌﾟﾝし終日堅調となった事がｸﾛｽ円をｻﾎﾟｰﾄ｡また､米金利も全般
的に上昇する中で日米金利差の拡大､および断続的なﾄﾞﾙ円の買い需要によりﾄﾞﾙ円は高値113.52まで上昇し､113.28ﾚﾍﾞﾙでNYへ渡った｡
ﾎﾟﾝﾄﾞﾄﾞﾙは一時1.24台前半まで急落した後､1.24台後半まで値を戻す展開となった｡朝方は1.2482ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝし､ﾎﾟﾝﾄﾞ円の上昇につられ
高値1.2516まで上昇した後に1.24台後半まで小幅に値を戻す｡その後､特段目立たったﾎﾟﾝﾄﾞ関連の報道が見当たらない中で､ﾛﾝﾄﾞﾝ時間
中盤にﾕｰﾛﾎﾟﾝﾄﾞのｽﾄｯﾌﾟを中心としてﾎﾟﾝﾄﾞが全般的に急落し､ﾎﾟﾝﾄﾞﾄﾞﾙは下値1.2419まで下落｡終盤にかけてはﾎﾟﾝﾄﾞ円を含むｸﾛｽ円全般と
した上昇が続く中でﾎﾟﾝﾄﾞﾄﾞﾙは再びつれ高となり､1.2483ﾚﾍﾞﾙでNYへ渡った｡(ﾛﾝﾄﾞﾝﾄｰﾙﾌﾘｰ 日比野00531 444 179)

昨日海外市場のドル円相場は上昇。欧州時間にかけて、OPEC総会での減産合意に対する前向きな観測報道を受

けて原油先物価格が上昇、ドル円相場は連れ高となり113円台半ばまで上伸。北米時間に入り、8年ぶりにOPEC加

盟国が減産に合意し非加盟国であるロシアも減産に合意した事が正式に公表されると、原油先物価格は更に上

昇。インフレ期待から米債利回りも上昇したことも材料視され、為替市場ではドル買い優勢の展開となりドル円相場

は114円台半ばまで上値を伸ばした。本日のドル円は底堅い推移を予想。OPEC総会での減産合意を好感したリス

クオンの展開が継続し、ドル買い優勢地合いが続くと予想する。また、本日は米11月ISM製造業PMIの発表が予定

される。長期的にはドル高の悪影響が懸念されるものの、現時点においてはトランプノミスクによる景気回復期待が

優勢であり、大きく崩れることはないと予想する。
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昇。インフレ期待から米債利回りも上昇したことも材料視され、為替市場ではドル買い優勢の展開となりドル円相場

は114円台半ばまで上値を伸ばした。本日のドル円は底堅い推移を予想。OPEC総会での減産合意を好感したリス

クオンの展開が継続し、ドル買い優勢地合いが続くと予想する。また、本日は米11月ISM製造業PMIの発表が予定

される。長期的にはドル高の悪影響が懸念されるものの、現時点においてはトランプノミスクによる景気回復期待が

優勢であり、大きく崩れることはないと予想する。


